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2022年4月20日 

網走市 

日本ガイシ株式会社 

   

カーボンニュートラルの実現に向けた「あばしり電力」の設立について 

～自治体出資による地域新電力会社～ 

 
 

網走市（市長：水谷洋一）、日本ガイシ株式会社（代表取締役社長：小林茂、本社：名古屋

市、以下「日本ガイシ」）は本日、地域新電力会社設立に関する株主間契約を締結しました。

2022年4月に「あばしり電力株式会社」（以下「あばしり電力」）を設立し、2023年4月から北海道

電力株式会社の取次事業による電力販売※および太陽光発電事業を開始します。 

 

あばしり電力は、網走市の遊休市有地などに、固定価格買取制度（FIT制度）に頼らない太陽光発

電設備(以下「PV設備」)および電力貯蔵用NAS®電池（以下「NAS電池」）を自社で設置・保有します。

そのPV設備により発電した電気を公共施設および網走市に所在する日本ガイシのグループ会社で

あるNGKオホーツク株式会社に供給することで、再生可能エネルギーの地産地消によるカーボン

ニュートラルの実現を目指します。 

 

併せて、設置・保有するPV設備やNAS電池を自然災害などの有事に防災電源として活用すること

で、近年激甚化する自然災害への対応力強化を図ります。また、網走市立潮見小学校付近にPV設

備とNAS電池を設置し環境学習の場を提供することで、地域の環境意識の向上に貢献します。 

 

あばしり電力は、「まもる」「そなえる」「はぐくむ」の3本の柱をビジョンとして掲げています。 

 

【あばしり電力のビジョン】 
 

まもる エネルギーの地産地消を実現し、カーボンニュートラルの実現で地球環境を守る 
太陽光発電をはじめとした再生可能エネルギーを最大限活用して電力の安定的な確保を推進

し、CO2排出量削減を目指します 

そなえる 災害時の電力を確保し、対応力を強化 
2018年の北海道全域における大規模停電の経験を踏まえ、太陽光発電設備や電力貯蔵用NAS

電池を自社保有し、自然災害などの有事に防災電源として活用することで、地域の電力における

災害対応力の向上を図ります 

はぐくむ 体験型環境学習の拠点として 
太陽光パネルと大容量蓄電池を潮見小学校付近に設置することで、児童たちが再生可能エネル

ギーの仕組みやCO2削減効果を直接的に体験できる環境学習の場を提供します 

 

※北海道電力が電力を供給し、あばしり電力が網走市公共施設などに電力販売をします。（経済産業省の「電力の

小売営業に関する指針」の取次ぎに該当）なお、今回の電力販売の形態は、小売電気事業ライセンスが必要な新電

力事業ではありません。 
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【あばしり電力の概要】 
 

名称 あばしり電力株式会社 

所在地 北海道網走市字呼人534番地の2 

代表者 代表取締役社長  村本 正義 

（日本ガイシ株式会社 エネルギー&インダストリー事業本部 エナジーストレージﾞ事業部 管理部長） 

 

事業内容 

1. 電気取次事業および小売電気事業 

2. 太陽光などの再生可能エネルギーによる発電および売電事業   

3. 再生可能エネルギーおよび蓄電池利用拡大サービス事業 

4. 上記各事業のために必要なコンサルティングの企画立案、提案および営業活動 

5. 上記各事業のために必要な共同研究、システム開発 

6. 上記に付随または関連する事業 

資本金 70百万円 

出資比率 日本ガイシ85.7％、網走市14.3％ 

設立 2022年4月27日（予定） 

事業開始 2023年4月1日（予定） 

ホームページ https://www.abaden.jp/ 

 

 

別紙 あばしり電力株式会社の概要 

 

 



あばしり電力株式会社の概要
～人と自然を輝かせるエネルギー～

別 紙

2022年 4月20日

網走市・日本ガイシ株式会社



あばしり電力の設立背景

1

近年、オホーツク海の流氷減少による水産業や観光産業への影響が懸念されています。

世界的課題である温室効果ガス削減は、網走市としてもさらなる取り組みが必要です。

また、網走市は2018年の北海道胆振東部地震による大規模停電を経験しました。

いつ起こるか分からない災害に備え、電力供給に具体的な対策を進める必要があります。

こうした地域課題の解決を目的に、地域新電力会社「あばしり電力」を設立します。



あばしり電力のビジョン

1

災害時の電力を確保し、対応力を強化
2018年の大規模停電の経験を踏まえ、太陽光発電設備や大容量蓄電設備(NAS電池)を自社保有し、

自然災害などの有事に防災電源として活用することで、地域の災害対応力向上を図ります。

災害時には、配電系統から切り離し、自営線を使って指定供給避難場所へ電力を供給します。

体験型環境学習の拠点として
潮見小学校ではカーボンニュートラル先進モデル校として、再エネ100％の学校運営を目指します。

あばしり電力の太陽光発電設備・NAS電池を通し、児童たちが再エネの効果や仕組みを体験できる、

環境学習の場として、また地域住民の皆さまの再エネへのご理解を拡げる拠点となるよう活動していきます。

エネルギーの地産地消を実現し、脱炭素化で地球環境を守る
太陽光発電をはじめとした再生可能エネルギー(再エネ)を最大限活用して電力の安定的な確保を推進し、

温室効果ガスの排出量削減を目指します。また、網走市で生まれた電力を網走市で消費する、

「エネルギーの地産地消」で地元の資金を地域内に還流させ、地域経済の活性化を図ります。



太陽光発電設備とNAS電池を自社で保有し、再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）に

依存しない、再エネの地産地消モデルの確立を目指します。

平常時は、太陽光発電による再エネの安定的な利用、NAS電池を活用した太陽光発電の

エネルギーシフトにより、夜間にも太陽光発電で得られた電力を供給、また自然災害などの非常時には、

防災拠点へ自営線による電力供給を行うなど、激甚化する自然災害への対応力強化を目指します。

あばしり電力 事業スキーム
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（参考）あばしり電力のホームページ

https://www.abaden.jp

今後、プロジェクト進捗を随時アップデート致します。


